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を用い調査が行われ、対象者の背景 13 項目、看護師のチームワーク・コンピテンシー72 項目、看
護師長のリーダーシップ 6項目、病棟の看護チームのチームワーク 7項目について横断的に調査し
ており、目的に対応できるデータ収集がされている。 
1,336名から質問紙が回収され、回収率 55.2％(有効回答率 97.5％)であり、同様の看護研究と同
じ妥当なデータ収集が行われたと考えられる。看護師のチームワーク・コンピテンシーを構成する
要素として【病棟運営・人的環境づくりへの積極的かかわり】、【スタッフや仕事状況のモニタリン
グ・支援】などが明らかになっている。また、看護師のチームワーク・コンピテンシーに看護経験
年数、リーダー役割の経験有、副看護師長などの役職有、看護チームのチームワークが影響してい
ることを明らかにしている。 
そして、看護師のチームワーク教育においては、看護師のチームワーク・コンピテンシーの要素
にチームワークが影響していることから、チーム学習への有用性が示唆され、看護経験年数やリー
ダー役割、役職経験が影響を及ぼしていることから、経験学習プログラムを開発していく必要があ
るという示唆を得ており、本研究の目的を達成している。 
以上のことから、本学位申請論文は、学位授与に値する成果と考えられ、審査委員は学位申
請者内川洋子が、博士(看護学)の学位を授与される資格があるものと認める。 
 
 
